
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未 来 
寄 合 

出会い・ふれあい・語り合い～みらいよりあい 

第 2 回：「地域づくり～私たちにできることって？」 
 

北小学校区の地域づくり～ 
わたしたちにできることを考えました！ 
1月 28日土曜日の午後、岩倉北小学校にて持続性の高い魅力ある

地域づくりのための対話の場「未来寄合 in岩倉北小学校区」の第 2回を
開催しました。参加者は、市民にサポート職員などを含め 62名でした。 
この日はまちづくり、交通安全、地域福祉、文化継承、プロモーションなど

前回の話し合いで挙げられた 9 つの課題テーブルの中から、関心あるテーマ
を選び、課題解決に向けて、自助・互助・公助で誰がどんなことに取り組ん
だら良いかを意見交換。途中でテーブルを変えながら 3 ラウンドのおしゃべり
をしたあと、テーブルの進行役から、話し合いの要約を発表し、シール投票。
最後に気づいたことや感じたことなど得られた収穫を分かち合いました！ 

 
 

その他 
★企業どうしのコラボで市を PR 
★岩倉市の良さを子どものうちから伝える 
★地産地消 

 

その他 
★防犯カメラの増設 
★キープレフトを守る、交差点では徐行 
 

D：交通安全 
 

車多く、道狭し。危険回避 C：プロモーション 地域の魅力再発見 

A：まちづくり B：文化継承 古きいわくらを未来へ 路地の良さを活かすには？ 

その他 
★ユーチューバー等に 
よるプロモーション 

★集まれる場所づくり 
★散歩道マップをつくる 

その他 
★校外学習で山車見学 
★少人数でも学べる場 
★旧市街地の整備 

みんなでまちを歩いたり、地域のイベントに
参加して校区の魅力を発見し、SNS で
発信。高校生や小中学生とコラボして、
若者に発信できるものができるといいね！ 
市外の人から見た岩倉の魅力も PR 
していけたら！ 

交通量が多く道が狭いので、車になるべく乗らないことも
大事！見守り活動や、交通事故のマップの共有は意識 
付けにもなる。警察と連携して、交通安全
教室をしたり、見えなくなった標識を直したり
して交通安全に努めていけるといいね！ 

まずは自分達が地域の歴史を学び、それを周りに話す！
家族での話、地域や学校の歴史など。仲間で進めていく
にも、まずは近いところから、動きやすい形で 
進めていけると良いのでは！ 

アートの展示など、たくさんある空き家の有効活用ができる
といい。路地の案内板をつくって、路地の散策を楽しめるよ
うにできたら！また「い～わくんを探せ！」など、小さい子が
まち歩きを楽しめる仕掛けもあったらいいナ！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

いろんな話を聞いて、北小校区
ではとどまらない良さや悪さが見え
てきました。良い所を伸ばせていな
いのがもったいないと思ったので、私
たち若い世代が友達との会話の中
や大人と交流していく中で、少しず
つ岩倉市の良さを伝えていけたら
いいなと思いました。 

 
中学校でも、
このような取り
組みを取り入
れられたらと思
いました！ 

 
本音で言えてない部分があるんじゃ
ないか。できないことをどう改善して 
いくかがキーになると思うので、ぶっちゃけの話をして、みんな
で知恵を出し合って改善につなげていきたい！ 
 

まさしく今日の会に「チーム北小校
区」が現れていた。地域の色んな立場
の方が来て、行政の方も来て、みんな
が同じ目的で改善点や問題点を話し
合い、前向きな意見を出せた。いい時
間を共有できたなと思いました！ 
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今後の未来寄合について 
来年度、地域コミュニティのあり方などを考える
会や、市内全小学校区合同のフォーラムを開
催予定です。是非ご参加ください！ 

市長あいさつ  これから、障がいのある方や高
齢者などを地域全体で支える時代になっていきま
す。SDGｓにある「誰１人取り残さない」社会も、
小さい単位になればなるほど、行き届いたサービス
ができる。そういう意味でも、地域力を高めるのは 
非常に有効だと思っています。岩倉はコンパクトな町というのが特徴。
距離の近さが強み。これからも皆さまにお力をいただきながら、持続
可能な魅力ある地域づくりに取り組んでいきたいと思います。 

E：持続可能性 

その他 
★小・中・高のうちに地域と
のつながりを知る機会を 
★区に任せられている仕事
量を減らす（棚卸し） 

子ども、教育、防災、福祉などを皮切りにつながっていけ
るといい。空き家や北小を活用した交流の場づくり。子ど 
も食堂の多世代版、各区
の夏まつりを周るスタンプラリ
ー、大なわとび大会など… 
その他 
★行政区の見直し。わかりやすく！ 
★子どもの未来を考えるワークショップ（つながるきっかけ） 

H：地域内連携 チーム北小校区でつながる！ 

草刈、ゴミ拾いなどの自助。地域でのサロン、パトロール、
買物の送迎、分別の手伝いなどの互助。会議に参加し
意見を積極的に発言したり、企業と連携し AI ロボットの 
活用等もして一人暮らしをサポート
していくなどの公助をしていけたら… 

G：地域福祉 歳を取っても暮らしやすく 

その他 
★人・組織をつなげる 
★高齢者等の情報を共有 

人脈を作ることや、若い人とのコミュニケーションをとることが
大事。役員を楽しんでやっていくことも大事だよね。また、
区の統合や役員報酬を上げたりすることも、担い手不足
解消につながるのでは！ 

I：町区 新旧の壁！？ご近所の底力 ⤴ 
まずはあいさつが大事！コロナ禍で外を歩く機会が減って
いるので、散歩をするとポイントがたまるアプリの活用を市と
一緒に PR していけるといいね。お手伝いバンクを作って、 
ボランティアできる人と必要な人
のマッチングなども・・・ 
その他 
★今までの恩返し 
★困っていること 
の共有 

F：学校/子ども 子ども達をもっと笑顔に 

通学路の見守りをしたり、昔の駄菓子屋的なコミュニティ
ができるイベントを子ども会や老人会を巻き込んでできたら
いいね！防犯カメラ増設なども 
その他 
★特別支援教室にエアコン設置 
★学校の遊具を増やす 
★第 3 コミュニティを作る 

どうする？役員のなり手不足 

ハーベスト（今日の気づき・感想） 


